


有

詮

《

北
陸
高
速
道
小
矢
部
イ
ン
タ
ー
か
ら

車
で
瓦
分
、
山
本
さ
ん
夫
婦
の
経
営
す

る
シ
イ
タ
ケ
の
ハ
ウ
ス
が
見
え
て
く
る
。

去
年
建
て
た
七
十
二
平
方
幻
の
こ
の

ハ
ウ
ス
、
約
七
百
本
の
原
木
が
整
然
と

積
ま
れ
、

一
面
に
出
そ
ろ
っ
た
シ
イ
タ

今
ま
で
に
仕
入
れ
た
原
木
は
数
万
本
に

も
お
よ
ぶ
と
い
う

山
本
康
子
さ
ん

小
矢
部
市
臼
谷
五

二
二
四
・
川
ω
歳

ケ
が
は
の
か
な
香
り
を
漂
わ
せ
て
い
る
。

康
子
さ
ん
は
、
勤
務
先
の
高
岡
の
証

券
会
社
に
在
職
中
、
故
郷
で
男
に
な
ろ

う
と

U
タ
ー
ン
し
て
き
た
精

一
さ
ん
と

知
り
あ

っ
て
恋
愛
、
「
一
緒
に
シ
イ
タ
ケ

栽
培
を
や
ろ
う
」
「
や
り
・ま
し
ょ
う
」
と

意
気
投
合
。

ーし

・4
u
tし

シ
イ
タ
ケ
は
も
ち
ろ
ん
農

業
な
ん
て
ズ
ブ
の
素
人
の
康
チ
さ
ん
に

は
不
安
な
日
々
が
続
い
た
。
そ
こ
は
苦

労
人
で
研
究
熱
心
な
夫
か
ら
子
と
り
足

と
り
し
て
教
え
て
も
ら
い
、
よ
う
や
く

軌
道
に
の

っ
て
き
た
。

原
木
で
あ
る
ナ
ラ
は
、
能
登
か
ら
取

り
寄
せ
、
山
梨
か
ら
仕
入
れ
た
菌
を
、

冬
の
う
ち
に
植
え
込
む
。
以
前
は
植
菌

し
て
か
ら
二
夏
越
さ
な
い
と
で
き
な
か

っ
た
も
の
が
、
現
在
の
菌
で
は
十
カ
月

で
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

精

一
さ
ん
の
代
に
な

っ
て
始
め
た
人

工
栽
培
だ
が
、
技
術
革
新
が
早
く
栽
培

卜刀
法
は
毎
年
の
よ
う
に
変
わ
る
と
い
ヒ
フ
。

判
も
早
い
う
ち
か
ら
炊
事
、
洗
濯
、

一
粒
種
の
綱
之
ち
ゃ
ん
(
二
歳
)
を
保

育
所
へ

送

っ
た
後
以
穫
、
そ
し
て
午
後

か
ら
パ
ッ
ク
詰
め
、

出
荷
と
忙
し
い
毎

日
。
そ
れ
で
も
「
つ

ら

い
と
思

っ
た
、
』

と
は
な
い
」
と
い

う
頑
張
り
ゃ
の
康

子
さ
ん
。

四
年
前
に
始
め

た
シ
イ
タ
ケ
を
、

こ
こ
ま
で
や
っ
て

こ
ら
れ
た
の
も
、

康
子
の
頑
張
り
が

あ
っ
た
か
ら
と
精

一
さ
ん
は
顔
を
ほ

こ
ろ
ば
せ
る
。

一一

ヘ
ク
タ
ー
ル

の
田
ん
ぼ
は
、
義

父
正
雄
さ
ん
、
義

母
美
作
子
さ
ん
が

や
っ
て
い
る
。

し

か
し
、
こ
の
秋
に
は
、
シ
イ
タ
ケ
の
栽

培
規
模
を
拡
大
し
、
近
い
将
来
に
は
専

-
推
せ
ん
の
こ
と
ば

富
山
県
林
政
課
長

国
分
和
夫

林
業
の
特
産
品
と
し
て
の
「
シ
イ

タ
ケ
」
栽
培
は
、
県
内
。
て
は
さ
か
ん

に
行
わ
れ
て
い
る
。
昨
年
の
生
崖
並

も
生
シ
イ
タ
ケ
山
百
二
十
七
J
、
乾

燥
シ
イ
タ
ケ
六

・
七
J
と
年
々
増
加

し
て
い
る
。

23ボランティアに参加しませんか
業
化
を
図
ろ
う
と
、
意
欲
あ
ふ
れ
る
若

夫
婦
は
夢
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
い
切
る
。

シ
イ
タ
ケ
は
古
く
か
ら
栄
養
価
の

高
い
食
品
と
知
ら
れ
て
お
り
、
高
血

圧
患
者
の
県
民
み
な
さ
ま
に
も
の
お

奨
め
し
た
い
食
品
で
す
。

山
本
さ
ん
夫
婦
は
、
こ
の
シ
イ
タ

ケ
づ
く
り
に
、
恨
っ
か
ら
の
研
究
心

を
フ
ル
通
転
し
て
取
り
組
ん
で
お
ら

れ
る
が
、
生
産
性
を
高
め
て
ガ
ン
バ

ツ
テ
い
た
だ
、き
た
い
。

近いうちにはこの田んぼにもハウスを広げて …… と若夫婦は意欲的だ

知っておきたい国民年金あれこれ 15 

安全・快適そして経済的

省エネ住宅のすすめ

創意と了一夫で

わが家も省エネルギー農業 18-19 

かしこ い消費者シリーズNo31

牛乳一一ーそのす ぐれた栄ま 20-21 

トピ ックス 8月16日-9月15日 22-23 

みんなの交通安全シリーズ国 24 

県有美術品 シリーズ

本来無一物朝比奈宗;原作 表 3

あなたも ジ ョッギングしてみませんか 表 4

16-17 

8-10 
11 
11 

12-13 

14 

表紙 ・表 2

この道を選んだ若い女性後継者団

山本l素子さん

10月号.もくじ 福祉はみんなの手て'
あなたもボランティアに参加しませんか一一一 1-4 

良質 ・安定 ・多収はよい土づ 〈りから一一一一一 5-7
守り育て伝えたい

これからの林政

秋の全国防犯運動

新雪期の山岳遭難防止

市町村民話⑦滑川市

孝徳泉

相談室@

生
活
水
準
の
向
上
に
伴

っ
て
、
物

質
偏
重

・
利
益
優
先
の
風
潮
が
ま
ん

え

ん

し

て

く

る

と

や

や

も

す

る

と

人
と
人
と
の
心
の
つ
な
が
り

思

い

や
リ
や
助
け
合
い
の
心
が
失
わ
れ
が

ち
で
す
。

私
た
ち
一
人

一
人
の
生
活
が
、
社

「誰
か
が
」で
な
く

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
与
え
ま
す

と
、
人
と
人
と
の
助
け
合
い
は
、
J
日

分
が
や
ら
な
く
て
も
誰
か
が
や

っ
て

く
れ
る
」
と
い
う
性
質
の
も
の
で
は

B 零'''lI

_If' ~ 、ぷjtJL均二ぬ

七夕の短冊つけをばあちゃんたちと一緒にや

ろうと 近くの保育園児が長生案を訪れた

r' 

会
を
構
成
す
る
全
て
の
人
々
土
保
い

てか
し、か

るわ
以 リ
上 あ

を
も
っ

て
成

JL 
つ

福
祉
社
会
の
実
現
を

支
え
る
も
の
は

人
と
人
と
の
助
け

オ

あ
い
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
意
義
が
あ

り
ま
す
。

「自
分
で
」

あ
り
ま
せ
ん
し

他
人
か
ら

ま
た

強
制
さ
れ
て
行
う
も
の
で
も
あ
り
ま

せ
ん
3

そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
私
た
ち

の
自
主
性
に
よ
る
も

の
で
す
3

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
内
容

ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
は
次
の
よ

つ
な
樋
矧
が
あ
リ
ま
す

川
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

①
L

仕
宅
要
民
護
者
に
対
す
る
ボ
ラ
ン



身
体
の
不
自
由
な
子
ど
も
た
ち

に
と
っ

て

す
ひ
と
と
き
は
何
よ
り
楽
し

い

ボランティア身体の不自由な方々の手足となる ことは

の大切な役割だ

‘ 
ご老人が満面に笑みをたたえている

一一「握手の集い」でのーコマ一一一

ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
過
ご

テ
ィ
ア
在
宅
老
人
に
対
す
る
へ
ル
パ
|

活
動
、
在
宅
心
身
障
害
者
や
同

f

父
子
に
対
す
る
相
談
援
護
活
動
な

ど
②
環
境
整
備
活
動
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ

イ

ア美
化
運
動
、
保
健
衛
生
活
動

交
通
安
全
運
動
、
遊
び
場
づ
く
り

な
ど
の
活
動
。

③
過
密
過
疎
地
域
を
対
象
と
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア

辺
地
の
援
護
活
動
、
公
害
対
策
、

災
害
地
の
援
護
活
動
な
ど
。

叩
施
設
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

社
会
福
祉
施
設
収
容
者
に
対
す
る

学
習
指
導
や
趣
味
、
技
能
の
指
導
、

施
設
の
清
帰
、
補
修
、
洗
濯
、
身
の

回
り
物
の
提
供
、
行
事
手
伝
い
な
ど

の
活
動
。

ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
く

わ
し
く
お
知
り
に
な
り
た
い
方
、
ま

た
、
参
加
し
て
み
た
い
と
お
与
え
の

ト
々
は
、
県
社
会
福
祉
協
議
会

(
宮
古田

山
三
二

l
二
九
瓦
八

)
ま
た
は
、
市

町
村
の
社
会
福
祉
協
議
会
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

彼女らの訪問に老人たちも心なごむ福寿園を訪れた高校生ボランティア

県内ボランティアグループリスト

グループ名ーフ |一B自氏一国 三名-郎
(主所 会員数主主・構成メンバー 主な活動内容

埋容奉仕グル 小矢部市中央町 11 理容師 ひとりぐらし怠人等の理容奉仕

西部グループ 宵口 /主 " 石動町 26 壮年 地区のひとりぐらし老人の除雪、プール監視等

安楽寺グループ 林たま き 1/ 安楽寺1104 5 " 手芸指導、人形劇
あけは、の会 中本 貞r " 新富町4-5 16 主婦 心身障害者の世話及び作業の手伝い

ゆきわり草グループ 坂井章f|井波町f1:i皮830の40 9 " 民話、踊リ、ゲーム、ソンク;フォーク夕、、ンス
まつは、グループ 堀井久[-I 1/ 本田T4の38 8 1/ 掃除等

あすなろグループ 宮林下美代 " 岩屋352 5 " 人形劇等
大沢野町ボランティア友の会 池田忠勝 大沢野町上大久保l区 25 壮年 子供の遊び相手

昭友会 寺林久嘉 " 長附206-1 23 1/ ノ〈ス停の清掃

こがねグループ 川合 H. r 城端町細野761 5 主婦 公共施設の清そう

大鋸屋ボランティアグ/レープ 中島 幸 f 1/ 理休140 30 " 1/ 

つくしの会 山田 (~. {虫 八尾町井田191 65 壮年青年 身障者との交流

石料i花会 竹山幸校 宇奈月町1663 48 主婦 清帰、慰問

泊町人形の家 入江 久 朝日町若草町 15 青年 人形劇

草野四ツ葉会 広畑年美 " 草野 4 主婦 j寅芸

寓崎福寿会 水島和イー " 山崎 8 " " 
りんどっ 粟田ムツ子 立山町山246 27 " 老人の話し相手
もみじ 窪田 ~1.. f " 寺田494 12 1/ かみしばい、 レクリエーション指導

わらんべ 大畑サキ " 長屋 10 " 郷土の文化財、伝承するための小冊子発行
せせらぎ友の会 船見札 r " 時ij?r(3023 -6 3 " 声の広報
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県内ボランティアグループリスト

グループ名 氏名 住所 会員数 主な構成メンバー 主な活動内容
りんどうグループ 大浦正枝 庄川町青品2 12 主婦 石仏調査、民話の伝承

やまぶぎグループ 松下かをる " 青品3282 20 " ねたきり、ひとリぐらし主人訪問
ひまわりグループ 斉藤紀f 1/ 青島100 16 " 人形劇、紙芝出
大門町千話グループ 布目 光 大門町234 20 青年 手話

あすなろの会 岡崎 {I多 新湊市海之江西町1279 40 " " 
太陽グループ 横山そとい " 新片町2-6-2 13 主婦 ゲーム指導、人形づくり

すずらんグループ 二口怖-j'- 高岡市上牧野89-12 12 " 16'リ映写、 DHP 灯グループ 笹谷美di-f 新湊111庄西町1-14-8 25 " 一人暮らし左人の話し相手等
つくしグループ 有j尺幸千 1/ 殿村206 12 " 幼児の託児、ゲーム指導
弘i寿グループ 堺 笑子 1/ 堀岡31 28 1/ ねたきり老人の身の回りの世話
白百合グループ 金川 勲子 " 堀岡229 16 1/ ポスター、16ミリ映写
たんぽぽグループ 中野寿美子 " 立町7-2 17 1/ 幼児の託児、折紙、手品
すみれグループ 立野美恵子 " 東明西町8-12 9 " 16ミリ映写やすらぎグループ 花房富美子・ 1/ 本江2899 28 " 一人暮らし老人の身の回りの世話まごころグループ 渡辺静千 1/ 作道682-2 20 " 1/ 

奈古っチグループ 梅崎 一江 " 本町2-3-6 15 " ゲーム ・ソング指導
いずみグループ 鳥本喜志チ " 本町1-3-17 7 " 民話の伝承
ともしび会 金田澄 r高岡市大町13-3 16 " 指人形、折紙
あじさいグループ 関原幸子 " 白金町12-20 16 1/ 
新上野七葉会 山鳥田 久二 入善町新上野90号 10 老人 公園清掃、交通教主、声かけよう指導

3 



社
会
福
祉
協
議
会
、
社
会
福
祉
施

設
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
な
ど

が
中
心
と
な
っ
て
、
十
月
を
「
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
強
調
月
間
」
と
し
、

次
の
よ
う
な
事
業
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
心
を

お
持
ち
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
考
え
る

日
時 県
民
の
つ
ど
い

十
月
二
十

一
日

場
所

内
'*' 骨

午
後
十
二
時
三
十
分
か
ら

第
一
生
命
ビ
ル
九
階

ノレ活
動
紹
介
、
交
歓
会
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
講
演
、
相

談
コ
ー
ナ
ー
の
設
置

ホ

成

・
配
付

月
間
に
ち
な
ん
だ
ポ
ス
タ
ー
の
作

啓
発
の
た
め
の
ワ
ッ
ペ
ン
の
作
成

良質・安定・多収は 配
付

から『よい士づくり』

グループ名 氏名 住所 会員数主な構成メンノい 主な活動内容

八起会 舟渡 武 入善町春日 18 青壮年層 ゴミ収集場所の清掃

若鮎会 袖野まり子 " 古黒部 30 主婦 季節保育所、ラジオ体操指導

古育会 山崎伸一 " 古黒部 30 青年壮年 j寅芸

すみれ 米島 文千二 " 下飯野新 10 主婦 駅前広場の清掃

ひまわり会 井田 君子 " 芦崎 10 " 海岸清掃
民生委員グループ 浦田美津子 11 芦崎 3 1/ 労働奉仕

理容グループ 広野豊一 " 入膳 30 壮年 埋髪奉仕

小杉町婦人ボランティアグループ 倉橋民子 小杉町戸破2523ー2 80 主婦 おとしよりの世話等

守日主ヨ与 J直可Aヱエ、 小中栄一 富山市呉羽本町6995 60 青年 手話

やまびこグループ 小路典子 魚津市高畑 15 主婦 交通安全活動

たんぽぽの会 立久美f 11 天神野新699 30 青年 手話

ひまわりの会 大愛和歌子 " 友道2150 ]8 主婦 演芸、労働奉仕

一日里親会 長谷川長作 11 大光寺2265 35 壮年 一日里親になる

ボランティアAグ/レープ 野波 克すこ 11 火の宮町]3-5 4 主婦 老人に対する話し相手

ボランティアBグル」プ 船田節-j'- " 末広町8-27 4 11 11 

ボランティアCク‘ルγフ。 大谷ヨシエ 11 小川寺 3 " 11 

つくしの会 五十嵐紀 " 本江1942-1 5 青年 心身障害児の遊び相手

灯の会 金井 明 " 本江 30 11 労働奉仕

いちょうの会 東山徳弘 氷見市坪池1015 18 11 手話

早借|日会 村井山一 " 早借2230 14 11 地域のj!?掃など

明徳会 山崎 Ili1イー 11 上泉236 16 主婦 談イ1:七キと11ド千>1 ， 1_ 1、~:身おやの lflJ・ 人りの主主世ら話し.t人に刈し、 相

竹の子会 中山尚喜 1/ 熊無237 14 青年 ひとり暮らし老人宅

氷見市新生協議会 ， 中野武道 11 窪501 22 壮年 労力 ・技術奉仕

ヒ-ューティサロン比美 中尾房美 11 比美町 5 1/ ねたきり主人の美容

水曜会 今泉静子 富山市七事而 20 主婦 ねたきり老人、おむつづくり

おはなし会 風間厚 r 11 永楽町8-4 8 11 本なのと読でみ、き子供かせた、ちに人楽形劇し、さ折を紙教、え童る話

あゆみ会 矢野美紀 11 古作4i22 ]7 11 朗読サービス、カセットテープ吹込み

声のライブラ 1)一友の会 i一1、 政夫 11 茶屋新 ]2 11 " 
せいせんおはなし会 11 音羽町2丁目1-7 4 11 子供会の指導、読書

富山大学ボラン引アサークル 広島敦チ 川 五福9区4お7-1大久保方 20 大学生 |学習指導、遊び

富山中部高校ボラン引ア委員会 伊藤葉-f " 芝園町3丁目1-26 24 高校生 lゲーム等、 j}j1びによるぞうきんづくり

富山市婦人ボラン引ア協議会 金岡ともイー " 新庄町36 80 主婦 除草等労力奉仕

たけすく会 横山 下鶴 " 水橋館町3265 4 青年 花屋づくり

つくしの会 高谷正志 " 西中野東部7山岸H 25 青年学生
精神縛弱児の遊び相手

とわの会 針山和雄 11 蓮町南部71-4 70 学生青年主婦 手話

みんなの会 牧野信行 11 古寺新町県住3-101号 15 青年 心身陣害児の遊び相手

こじかグループ 佐脇章代 砺波市三郎丸184 ]0 主婦 指人形、映写会

のさくグループ 小林英r 11 中本783 9 " 依類及び郷土料理の伝承
おおばこグループ 古川 時千 " 五郎丸1123 7 " 相談
劇団ムーミン 橋爪 弘、 " 村三928 8 青年 童話劇、紙しは、い

富山松下電器労働組合 伊藤 ‘賢治 " 千代246 15 1/ |子供たちとのレクリエーション

めは、えの会 石倉義則 消川市笠木89 36 " 手話
のぎくの会 水木田 '(~I息子 1/ 領家町63 20 主婦 おむつづくり

ひまわりの会 山口 )11員一 黒部市石田新町73 20 青年 手話

県内ボランティアグループリスト

*この他に、各地に日赤社会奉仕団や婦人会、青年団、ライオ ンズクラブ、 ロータリークラブなどの活動があります。
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コ
シ
ヒ
カ
リ
を
中
ゆ
と
し
だ
良
質
米
や
、
転
作
作

物
と
し
て
つ
く
ら
れ
て
い
る
麦
・
大
豆
・
園
芸
作
物

を
口
∞
質
も
よ
く
安
定
し
て
収
穫
す
る
に
は
、
作
物
を

つ
く
り
出
す
寸
土
の
地
力
を
高
め
る
」
こ
と
、
ガ
最
も

重
要
で
す
。

地
力
、が
高
ま
る
と
気
象
災
害
や
病
害
虫
に
対
す
る

抵
抗
力
、か
強
く
な
っ
て
生
産
を
安
定
さ
せ
る
だ
け
で

な
く
、
肥
料
や
農
薬
な
ど
の
節
約
を
可
能
に
し
、
省

資
源
農
業
に
も
な
り
ま
す
。

こ
の
だ
め
、
県
で
は
昭
和
三
十
九
年
度
か
ら
土
づ

く
り
運
動
を
す
す
め
て
き
ま
し
だ
、が
、
ふ
フ
年
も
十
月

を
「
土
づ
く
り
強
調
月
間
」
と
し
て

《村
ぐ
る
み
で

よ
い
土
づ
く
り
》
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
運
動
を

す
す
め
て
い
ま
す
。

県
内
の
土
は
や
せ
て
い
る

農
業
試
験
場
が
長
期
間
に
わ
た

う

排
水
が
忠
い

な
ど

の

い
る
も
の

て
県
内
耕
地
の
実
態
を
調
べ
た
結
果

に
よ
り
ま
す
と
、
粘
土
含
員
が
少
な

く
耕
土
の
浅
い
も
の
。
腐
相
、
珪
酸
、

七
灰
、
鉄
な
ど
の
養
分
が
不
足
し
て

阻
害
要
凶
を
も

っ
-
小
良
上
は

本
出

円
て

L

a

l
u
パ

I
:

吋
k
V
-
1
-
J
l'
台
下
ー
と

全
凶
十
均
を
二
十

rも
上
凶
っ
て
い
ま
す
。

主
な
土
づ
タ
の
対
策

本
県
の
土
の
地
力
を
高
め
る
方
法

と
し
て
、
土
の
中
の
腐
い
含
量
を
い
門
川



①バケットを利用して溝掘りをする

②スコップで溝を手直し
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③
吸
水
管
の
敷
設

⑤
疎
水
材
と
し
て
ワ
ラ
を
入
れ
る

阻害要因少一中

阻害要因大

本県水田の生産力(地力)の実態

仁二コ

fZZ3 

養
分
が
不
足

6 

保
肥
力
が
小
さ
い

排
水
が
悪
い

保
水
力
が
悪
い

有
効
土
層
が
浅
い

耕
土
が
浅
い

% 

100 

円

H
u
n
H
u
n
H
U

内

1U

8

6

4
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主
な
阻
害
要
因
の
割
合

め
、
質
の
よ
い
粘
土
と
不
足
す
る
養

分
を
補
給
し
、
水
は
け
を
よ
く
す
る

こ
と
が
故
も
重
要
な
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
の
対
策
と
し
て
は
・

稲
わ
ら
は
秋
早
く
す
き
こ
む

稲
わ
ら
は
土
づ
く
リ
に
大
切
な
有

機
物
質
で
す
。
故
近
、

こ
の
大
切
な

稲
わ
ら
を
す
き
こ
む
と
、
旧
が
一
的
き

稲
が
っ
く
り
に
く
く
な
る
と
い

っ
て、

田
ん
ぼ
で
焼
く
人
が
い
ま
す
が
、
桁

わ
ら
を
焼
く
と
そ
れ
だ
け
土
が
や
せ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

印
刷
わ
ら
に
十
ア
ー
ル
当
た
リ
花
般

あ
と
で
は
、

出
い
か
説
い
て
析
が
っ
く

り
に
く
く
な
り
ま
す
の
で
、
こ
の
場

合
は
つ
と
め
て
堆
肥
に
し
て
地
す
よ

う
に
し
ま
す
。

畜
産
農
家
と
連
け
い
し
て

地
力
の
低
い
本
田
や
畑

(転
換
畑

を
含
む
)
で
は
、
き
ゅ
う
肥
の
効
川
本

が
大
き
く
現
わ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、

省
産
農
家
に
は

「
き
ゅ
う
肥
」
が
あ

リ
ま
す
の
で
、
相
以
に
ぷ
し
ん
日

っ
て

組
織
的
に
つ
な
い
で
散
命
機
械
を
利

用
し
、
省
力
的
に
散
布
す
る
よ
、
つ
に

し
ま
す
。

施
問
量
は
十
ア
ー
ル
当
た
リ
木
稲
、

や
さ
い
、
£
、
マ
メ
科
の
削
料
作
物

は
二
J
、

イ
ネ
刊
の
削
料
作
物
は
三

ー
四
トン
、
大
.
H
L

は

一
J
紅
度
が
適
量

で
す
。

そ
れ
以
上
多
く
施
す
と
で
き

す
ぎ
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

耕
土
の
浅
い
水
田
は
客
土
を

以
内
の
水
田
は
耕
土
が
決
く
、
粘

土
合
H
E
の
少
な
い
も
の
が
多
く
あ
リ

ま
す
。
耕
土
が
沈
い
と
似
必
リ
が
忠

く
、
肥
切
れ
や
「
ば
つ
な
ど
の

μ響

を
交
け
や
す
く
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
耕
土
の
戊
い
木
田
は

緋
土
の
深
さ
が
十

.
1
1
十
八
で
に
な

る
よ
う
、

山
土
な
ど
を
存
上
し
ま
す
。

石
灰
一

U
J
と
、
れ
灰
室
素
二
十
J

を
散
布
し
、

秋
に
糾
し
て
土
と
よ
く

出
ぜ
、

排
水
溝
を
設
け
て
水
は
け
を

よ
く
す
る
と
、
稲
わ
ら
が
H
十
く
腐
リ

旧
の
一
明
き
も
少
な
く
な

っ
て
、
印刷の

生
ぶ
け
が
よ
く
な
リ
‘ま
す
。

堆
肥
の
良
さ
を
み
な
お
そ
う

昔
は
稲
わ
ら
を
堆
肥
に
し
て
地
す

こ
と
か
前
識
で
し
た
。

し
か
し

コ

ン
パ
イ
ン
刈
リ
に
な

っ
て
か
ら
、
子

間
の
か
か
る
堆
肥
づ
く
リ
は
極
め
て

少
な
く
な

っ
て
い
ま
す
。

し
か
し

排
本
の
。
忠
い
本
出
や

H免
戸主

手1ft
の

水
は
け
を
良
く
し
、
根
の
活
力

を
高
め
る

地
下
水
位
が
高
く
、

所
一
水
性
の
悪

Jj'( 

ILI 

は

水
出
で
は
服
ぐ
さ
れ
、

転
換
制
で
は
出
主
口
に
よ

っ
て
恨
の
川

力
い
か
低
-
卜
し
て、

山机叫旦

・
品
質
と
も

(氏

し
ま
す

ヒ
二
、

j
長
丸
'
切

り、

卜
い
前
後
~
人
1
t
三
工
・
イ

ゴ
d
f、

，fuhvル
J

l

k

、l
l
h勾
1
し

Jf

ュ，b
・

を
地
川
し
て
も
、
そ
の
効
川
本
を
卜
分

光
州
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
川
き
ょ
や

川
き
ょ
、
心
上
似
昨
を
行

っ
て
、
水

は
け
を
よ
く
し
て
や
リ
ま
す
。

養
分
補
給
に
珪
酸
石
灰
・
熔
成

燐
肥
を

フ

刊
物
を
他
人
士
に
打
て
る
に
は
、
チ

ソ
ソ
、
リ
ン
サ
ン
、
カ
リ
の
ほ
か
に

社
階
、

背
土
、

分
が
必
要
で
す
。

こ
の
た
め
、

イ{

!ゾ〈

欽
な
ど
の
長

ノk
trl 
で
は

ア

ノレ

当
た
リ
花
般

.h
以
を
二

-
h
J
、
燐
般

が
不
足
し
て
い
る
児
ボ
ク
や
亦
土
は

こ
の
ほ
か
に
情
成
燐
肥
を
六
J
i
j

H

J
地
し
ま
す
。
畑
(転
換
畑
を
合
む

)

は
水
田
に
比
べ
石
灰
や
苦
土
な
ど

が
川
市
川
肌
し
や
す
く
、

1
1』

a

‘
A

nリ
J

H
H
U
A汁
1

4
4ク

ル
ェ
，
54
1
沖ィ
，

ま
た

は
般
性
に

ωい
の
で
わ
川
町
肥
料

U

キ
ロ
と
苫
土
肥
料
を
二
十
J
耕
起
前
に

地
し
ま
す
。



この森林をより良く生かすことは、私定ち

の社会が発展していくうえで極めて重要です。

よ

'11¥" 

1
'
1'，ド

保護、管理に努めることは、私だちに与えら

舎後自然と調和のとれた適切な森林の保育、

れた大きな使命ではないでしょうか。

'1'11・

リ
多
く
期
待
す
る
た
め
に
保
安
林
制

ま
た
、
治
山
地
設
を
訟
け
た
リ
、
川
同

森
林
の

度
が
あ
り
ま
す
。
特
に
富
山
県
で
は

州出

・
休
養
に
利
肘
し
や
す
く
す
る
道

地
形
が
急
で
し
か
も
大
き
な
河
川
が

路
を
作

っ
た
り
い
ろ
い

ろ
な
整
備
に

は
だ
ら
き

多
い
こ
と
か
ら
、
全
森
林
二
十
八
万

努
め
て
い
ま
す
。

ハ
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
六
十
二
計
に
あ

森
林
は
私
た
ち
の
生
活
に
欠
く

森
林
を

た
る
十
七
万
八
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
森

林
が
保
安
林
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
は
全
国

二
両
い
率
に
な

っ

と
の
で
き
な
い
木
村
を
生
産
す
る
場

で
あ
る
と
と
も
に
、

水
を
貯
え
、
木

の
根
で
土
砂
く
ず
れ
を
防
ぎ
、
ま
た

育
て
る

て
い
ま
す
。

人
口

一
八
当
り
の
森
林
由
舶
は

空
討
を
浄
化
し
、
風
を
や
わ
ら
げ
る

森林は昔から人間生活と深いかかわりをも

知れず、また生産される木材や劃産物は、再

世
界
ギ
均
の
比
く

生産される唯一の資源として、大きな役割を

森林の緑は自然を代表し、その効用は計り

そ
し
て
、
破
壊
的
な
開
発
を
規
制

し
た
リ
、
人
工
造
林
に
改
良
し
た
り

世
界
平
均
で
一

ル
、
カ
ナ
ダ
で
二

0
・
丘

一
へ
ク
タ

日
本
で

O

一
二
一三

へ
ク
タ
|

働
き
を
も

っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
健

康
的
で
静
か
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

の
場
と
し
て
も
広
く
利
用
さ
れ
て
い

/し

機能の純紅i
戸 山県 全 国

億円 f立円

水湖、かん養 360 16，100 

土砂流山|リj止 437.6 22，708 

土砂崩壊防止 5l.8 504 

保健休益 149.5 22，500 

野鳥獣保護 9.7 6，964 

松〈ぃ虫|坊|徐 1l.2 17，i18 

酸素供給 558.8 48，738 

1年間イャ計 1，578.6 135，232 

ら
い
に
し
か
な
り

ち、文明の発震を支えてきましだ。

ま
す
。

ハ
ヘ
ク
タ
l

こ
の
よ
う
に
森
林
は
人
間
の
生
存

ル
、
山
山
県
で
は

に
欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
環
境
維
持

の
役
割
を
も

っ
て
い
る
の
で
す
。

こ

0
・
二
二

へ
ク
タ

ー
ル
で
す
。

れ
を
森
林
の
公
益
的
機
能
と
い

っ
て

の
六
」
l

八
計
が
森

果たしています。

い
ま
す
。

こ
の
働
き
を
金
額
に
見
積

お
お
よ
そ
、
国
や
、
県

林
で
あ

っ
て
も

一

り
ま
す
と
、

八
当
り
に
な
る
と

(昭51.4評価)

の
年
間
予
算
に
匹
敵
す
る
も
の
と
試

非
情
に
少
な
く

算
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
大
き
な
働
き
を

ま
せ
ん
。

一
打
、
わ
が
凶
森
林
の
品
川
引い
白星は

現
ト
仕
約
二
十
億
立
万
灯
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

こ
れ
は
山
ケ
関
ヒ
ル

の
は

て IJ
は，山
わ干
ず{聞
か分
十で
九す
J1.が

てい

あ

ま

一
人
当
た
り

す

一
年

一
人
当
リ
の
出
世
量
は
約

一
立
い
ね
灯
で
す
か
ら
、

こ
の
ま
ま
資

似
量
(
蓄
積
)
が
増
え
ず
、

外
国
か
ら

も
輸
入
さ
れ
な
い
と
す
れ
ば
、

お

よ

そ
十
九
年
間
で
日
本
の
森
林
は
裸
に

な

っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

山
仇
ト
れ
全
』
で
は
木
村
泊
代
祉
の
六

1

八
ねれ
ま
で
を
、
高
山
県
で
は
八
卜

B 

計
余
リ
も
外
材
に
よ

っ
て
賄

っ
て
い

る
こ
と
を
身
、
え
る
と

一
日
も
早
く

適
地
に
人
工
的
に
本
林
を
育
て
、
資

似
を
多
く
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

今、

主
同

の
ポ
然
林
と
人

i
林
の

川
川
、
1

十品

i

i
l
 
一付
二
で
す
が
、

こ
れ
を
長

則
造
林
計
画
に
よ

っ
て
反
対
と
し
、

|主l
土

泣
い
将
来
、
消
費
量
の
六
十
丘
行
ま

で
を
健
保
し
よ
う
と
巧
え
て
い
ま
す
。

戸
山
県
で
も
長
期
計
画
を
た
て
て

着
々
造
林
を
す
す
め
て
い
ま
す
が
、

(表
l
参
附
…

)、
最
近
は
泣
林
伐
用
が

し日間
く
な

っ
た
こ
と
や
、
山
村
の
過
疎

化
か
ら
林
業
労
働
力
の
不
足
な
ど
が

減ひ
っ び
てき
き
て・悩
い人

ま造
す林
は
年
々
者

し

長期造林計画(表 I) 

区 分 数 EE邑'" 

民 有林面積 180.125 ha 

造林 長 J~j d十幽 76，430 

53年度末造林面積 54，825 

53年度末人工林率 30.2 % 

進 捗 率 71.1 

森
林
資
源
は

石
油
や
石
炭
な
ど

53年度実績 880ha植林

9 

と
ち
が

い

相
林

す
る
こ
と
に
よ

っ

て
ど
れ
だ
け
で
も

生
産
で
き
ま
す
が

柏
林
や
手
入
れ
な

ど
を
お
こ
た
る
と

生
産
に
長
大
な
資

金
と

極
め
て
長

い
年
月
を
必
要
と

し
ま
す
し
、
ま
た

国
土
の
荒
廃
に
も

つ
な
が
る

こ
と
は

終
戦
直
後
に
続
出
し
た
大
洪
水
の
経



験
か
ら
も
容
易
に
理
解
で
き
る
と

ま
す
し

非
常
に
苦
労
の
多
い
仕
事

ろ
で
す
。

で
す
。

今
後
、
活
力
の
あ
る
森
林
を
育
て

慌
を
と
り
、
苗
木
を
作
リ
、
こ
れ

を
植
林
し
、
雪
起
こ
し
ゃ
、
下
草
刈
、

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
国
や
川
県
が

森
林
開
発
公
団
や
造
林
公
社
に
出
資

除
伐
、
間
伐
等
の
手
入
れ
を
お
こ
た

る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

す
る
な
ど
し
て
公
営
造
林
の
推
進
に

つ
と
め
て
い
る
の
も
こ
の
た
め
で
あ

こ
の
よ
う
な
仕
事
を
昭
和
三
十
年

り
ま
す
。

代
ま
で
は
、

森
林
所
有
者
で
あ
る
山

村

の
人
達
が
、
手
業
的
に
あ
る
い
は

農
閑
期
に
行

っ
て
い
た
の
で
す
が
、

そ
の
後
、
社
会
の
変
化
に
と
も
な

っ

て
、
現
ト
れ
で
は
、
森
林
組
合
の
作
業

班
員
が
か
わ

っ
て
行
う

こ
と
が
多
く

森
林
を

育
て
る
人
た
ち

よ
り
良
い
森
林
を
育
て
る
た
め
に

人
工
造
林
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
こ

な
リ
ま
し
た
。

れ
を
成
林
さ
せ
伐
採
し
て
利
用
で
き

山
山
県
で
は
呪
叱
三
十

一
の
成
林

組
合
が
あ
る
う
ち
、

二
十
二
の
組
合

る
ま
で
に
は
、
四
j
五
十
年
か
か
リ

に
約
九

-h
名
の
人
達
が
活
躍
し
て
い

ま
す
。

し
か
し
こ
の
作
業
此
は
も
毛

ま
た
、
高
山
県
で
昭
和
凶
十
九
年

か
ら
始
め
ら
れ
た
学
生
に
よ
る
「
草

刈
十
字
半
」
は
高
山
県
立
技
術
一
見

大
の
足
立
原
教
授
の
提
山
に
よ
る
も

の
で
す
が

参
加
人
民
は
九

U
三
十

齢
化
が
す
す
み
、
若
年
層
の
確
保
が

問
題
に
な

っ
て
い
ま
す
し

技
能
者

名
(
二
十
大
学
)
に
お
よ
び

今
年
も

不
足
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

社
会
保
障
制
度
の
允
実
や
他
産
業

と
の
組
合
せ
に
よ
る
通
年
杭
労
体
制

作
リ
等
、

強
く
進
め
な
け
れ
ば
な
リ

八
十
名
が
川
わ
リ
ま
し
た
。

除
草
剤

の
公
害
を
な
く
す
る
こ
と

林
業
労
務
の
不
足
を
補
う
こ
と

と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す

年
々
団
片
も
明
、
ぇ
、

活
動
も
雌
ん

ま
せ
ん
。

た
、
兵
夏
の
山
林
労
働
の
厳
し
さ
を

身
を
も

っ
て
知
リ
、
心
身
の
鍛
練
を

行
う
も
の
で
、
全
凶
的
に
も
大
き
な

反
響
を
呼
ん
で
い
る
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
若
人
に
よ
る
森
林

林
業
に
対
す
る
埋
解
が
深
ま
リ

人
で
も
多
く

の
森
林
を
打
て
る
人
々

い
か
で
さ
る
こ
と
を
期
作
し
て
い
ま
す
。

士ぶ

森
林
や
林
業
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に

ω山
県
内
に
昭
和
五
十

一
年
か
ら

「
み
ど
リ
の
少
年
団
」
の
結
成
が
始
ま

リ
、
現
ト
牝
小
中
学
生
を
中
心
に
、
十

4
団
約
干
名
の
団
長
を
有
し
て
い
ま

す
。

こ
れ
は
少
年
則
か
ら
駄
の
大
切

さ
を
知
リ
、
自
然
を
愛
し
育
て
る
心

を
養
い
、

自
ら
す
す
ん
で
森
林
愛
護

運
動
や
林
業
学
習
を
行
い
、
心
身
を

き
た
え
、
立
派
な
社
会
人
と
な
る
こ

に
な

っ
て
お
リ
、
将
来
は
森
林
や
林

業
に
刈
す
る
良
き
埋
桝
品
れ
と
な
リ
、

実
践
者
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
県
下
に
.
九
J
l
二
グ
ル
ー
プ
約

必、、-'4
・

」
ノ

J
l

一十
名
の
林
業
研
究
グ
ル
ー

プ

そ
れ
ぞ
れ
生
産
活
動
を
通
じ
て
交

流
を
図
リ
、
技
術
を
研
究
し
林
業
経

営
改
善
に
努
め
て
い
る
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
グ

ル
ー
プ
を
中
心
に
さ

ら
に
多
く
の
理
解
苫
を
伴
、
技
能
者

を
長
成
す
る
た
め

「
林
業
教
主
」
を

般
コ

ー

ス

10 

川
県
が
い
ま
す
。
本
県
林
業
の
推
進
役
で

あ
り
林
業
後
継
布
の
グ
ル
ー
プ
で
す
。

.，、

土
品
わ
九

直
接
林
業
に
た
ず
さ
わ
る

山
村
の
人
述
の
生
川
を
向
上
し
、
川
市

者
が
す
す
ん
で
定
住
で
き
る
よ
う
な

山
村
社
会
を
作
る
こ
と
も
県
民
全
体

で
杭
行
え
る
べ
き
前
-
安
な
こ
と
と
思
い

ま
す
。

「
両
隣
り
互
い
に
か
げ
合
う
声
と
鍵
」

秋
の
全
国
防
犯
運
動

犯
罪
の
な
い
住
み
よ
い
社
会
を
つ

く
る
た
め
、
今
年
も
全
国
防
犯
運
動

が
実
地
さ
れ
ま
す
。

こ
の
防
犯
通
勤

も
今
年
で
三
年
目
を
む
か
え
、
十
月

〈
増
え
る
窃
盗
事
件
〉

昨
年

一
年
間
、
本
県
で
発
生
し
た

窃
盗
事
件
は
六
下
三

.h四
十
八
件
で
、

一
昨
年
と
比
べ
て
丘
十
六
件
も
明
え

て
お
り
、
被
害
傾
は
、
実
に
三
億
二

下
万
円
に
も
の
ぼ

っ
て
い
ま
す
。

な

か
で
も
多
い
の
が
白
転
車
盗
で
下
三

十

一
日
か
ら
二
十
日
ま
で
の
十
日
間
、

県
ド
各
地
で
も
防
犯
行
事
等
と
例
せ

て
展
開
さ
れ
ま
す
。

~ 

官D伊}

ノ
昨
年
聞

い
て
い
ま
す
。

叩
門
コ
ー
ス

婦
人
コ

l
ス
に
分
け

て
行

っ
て
い
ま
す
。

県
土
を
保
全
し
安
ら
か
な
生
活
を
も
た
ら
す
た
め
に

山
田
山
県
の
二
十
八
万
六
千
ヘ
ク
タ

ー

ル
の
森
林
は
、
県
民
全
体
の
か
け

が
え
の
な
い
貴
重
な
財
産
で
す
。

川
町
民
総
ぐ
る
み
で
紋
を
ふ
や
し
、

木
村
資
川
仰
を
造
成
し
、
秋
山
あ
る
利

用
を
凶
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

円
十
丘
件
と
な

っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
こ
の
運
動
の
目
標
を
イ
エ

き
巣
と
白
転
ぃ
阜
市
の
防
止
。
に
お
い
て

い
ま
す
。
身
泣
な
防
犯
と
し
て
、
つ

ぎ
の

こ
と
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

〈
あ
き
巣
の
被
害
を
防
ぐ
に
は
〉

ち
ょ

っ
と
の
'博
守
で
も
戸
締
り
を

tIY、

次 i4i1jii:時 の ツ よ立で下
披来も f変すJ、朝Jzl の 期安不定 し ぞフ 山 に if 紅
労i点 このは か L にで冬級柴
さ 出! と原 PJ( A L 快豪な待望も山町}tJJ
タヒにるのに凶雪な、 つ の 北 か

のなな元注日とのこ天主て 様中を目 アら
!亙れど仮 な襲来の候 j官、の ル布日
凶て t不A巨 はし っ 降 h:l~ 初プ
とい 、ま て な が大滑呈ス則

雨しいど 新雪 れっし ー をリい ていかよすまが し nがて帯迎
すまた、ら 貴】 多 す子 怯でいはえ
め{身4i f: のく をき手生の 、 に で、 バる すニ

の 吹は市 つなキω標高 努等肢にで
原 1;- 1- [iJt -t> つ | 山 めを 線し 1

凶や分 の岩ては 二 ま jf でま |坊 1

に 2中 5際が地、 ス楽 干ししはし来 l
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防1げ、

す
る
習
慣
を
つ
け
る
。

出
入
口
や
窓
に
は
じ
よ
う
ぶ
な
カ

キ
を
正
し
く
と
リ

つ
け
る
。

カ
、ギ
、
を
郵
便
交
け
な
ど
に
入
れ
な

し、
。外

出
に
は
お
隣
り
に

一
戸
か
け
て

で
か
け
る
。

森
林
は

一
朝

一
夕
に
し
て
作
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
パ
芯
入
I

U
J

、

恥
市
ノ
!臼

以
WJ 

的
計
幽
に
も
と
づ
い
て
、

:Jt 

Mm
完
に
施
策
を
実
行
す
る
以
外
に
あ

リ
ま
せ
ん

山
氏
全
体
の
深
い

即
日
解

と
協
力
を
ボ
め
て
や
み
ま
せ
ん

〈
自
転
車
の
盗
難
を
防
ぐ
に
は
〉

・
買

っ
た
と
き
に
は
防
犯
登
録
を
う

け
る
。

自
転
単
に
は
記
名
ス
テ

ッ
カ
ー
を

は
る
。

ワ
イ
ヤ
ー
や
ク
サ
リ
な
ど
の
し

っ

か
リ
し
た
鍵
を
か
け
る
。

長
時
間
路
上
に
政
置
し
な
い
。

.・
両
隣
り
互
い
に
か
け
合
う
声
と
カ
ギ

.
自
転
車
は
カ
ギ
と
名
前
が
よ
い
見

張

11 



マ〉

む
か
し
の
む
か
し
¥
と
言
っ
て
も
五
百
年
ほ
ど
む

か
し
の
こ
ろ
の
お
話
、
だ
そ
う
な
。

田
を
な
く
し
疋
子
ど
も
の
安
正
、
ガ
¥

美
作
の
国
(
ム
つ
の
岡
山
県
)
か
ら
諸
国
巡
礼
の
旅
に

父
と
一
緒
に

出
波去か
入:;け
! II~ だ
(と
τフ
の
/骨
! 11 

ヘ
来
だ
の
は
¥
柿
の
実
、
ガ

真
赤
に
色
づ
く
こ
ろ
、
定
つ
だ
。
尾
張
屋
と
い
う
宿
で
¥

一
夜
の
宿
を
と
っ
た
、
ガ
¥
旅
の
疲
れ
が
で
て
き
だ
の

か
¥
父
、
ガ
病
気
に
な
っ
て
し
ま
つ
だ
。

安
正
の
手
厚
い
香
護
に
も
か
か
わ
ら
ず
¥
一
病
気
は

日
に
日
に
重
く
な
り
¥
遂
に
¥
父
は
¥
う
わ
ご
と
を

一
口
う
よ
う
に
な
っ
た
。き
よ

み

ず

で

り

お

と

わ

「
あ
あ
¥
京
都
の
清
水
寺
の
音
羽
の
滝
の
水
ガ
飲

め
だ
ら
な
あ
げ

「
お
と
つ
つ
あ
ん
¥
元
気
を
出
さ
っ
し
ゃ
い
。
お
ら
¥

早
う
行
っ
て
¥
水
を
く
ん
で
く
る
か
ら
げ

が
て
は
¥
み
な
極
楽
で
会
え
る
の
だ
。
お
ま
え
¥
ご

苦
労
じ
ゃ
つ
だ
な
あ
。
さ
あ
¥
そ
の
水
を
、
あ
と
つ

つ
あ
ん
に
あ
げ
っ
し
ゃ
い
び

と
¥
安
正
の
身
体
を
起
こ
し
て
く
、だ
さ
つ
だ
。

「
お
と
つ
つ
あ
ん
¥
京
都
の
清
水
寺
の
音
羽
の
滝
の

水
、
だ
。
腹

一杯
、
飲
ん
で
く
れ
っ
し
ゃ
い
日

安
正
は
、
ひ
ょ
う
芝
ん
の
水
を
注
い
、
だ
。

す
る
と
¥
水
は
一
日
一
¥
し
み
こ
ん
で
い
つ
だ
、
ガ
¥

や
が
て
¥

「
安
正
¥
あ
り
、
ガ
と
う
。
あ
り
、
ガ
と
う
J
」

の
声
と
と
も
に
¥
水
、
ガ
¥
こ
ん
こ
ん
と
湧
い
て
で
て

き
た
。び
っ
く
り
し
た
安
正
は
¥
泉
に
向
か
っ
て

J
の
と
つ
つ
あ
ん
げ

と
¥
呼
び
か
け
る
と
¥
波
う
つ
泉
の
底
に
¥
笑
顔
の

父
の
姿
、
ガ
う
つ
つ
だ
と
。

安
正
の
孝
行
し
だ
徳
に
よ
っ
て
湧
い
て
で
て
き
だ

こ
の
泉
を
¥
話
二
=
口
う
と
も
な
く
孝
徳
泉
と
呼
ぶ
よ
う

に
な
っ
だ
そ
う
な
。

そ
し
て
¥
波
入
川
と
呼
ん
で
い
だ
地
名
も
¥
孝
徳

を
だ
だ
え
て
¥
滑
川
(
と
ノ
は
立
白
羽
の
滝
の
水
¥
骨
は

安
正
の
父
の
遺
骸
¥
川
は
泉
の
流
れ
を
示
す
)
と
呼

ぶ
よ
う
に
な
つ
だ
と
。

文

・

松

井

昭

徳

(富
山
市
立
愛
宕
小
学
校
教
頭
)

絵

・

青

山

外

二

(滑
川
市
立
西
部
小
学
校
教
諭
)

(
不
転
載
)

-
小
さ
な
子
に
読
ん
で
あ
げ
て
く
だ
さ
い

安
正
は
¥
父
の
こ
と
を
宿
屋
の
主
人
に
頼
む
と
¥

ひ
ょ
う
芝
ん
を
片
手
に
実
降
る
中
を
京
都
ヘ
急
い
、
だ
。

宿
屋
ヘ
着
い
疋
安
正
は
¥
部
屋
中
¥
父
を
探
し
だ

、
ガ
¥
見
当
ら
な
い
。

二
力
月
ば
か
り
か
か
っ
て
京
都
の
清
水
寺
へ
着
い

芝
安
正
は
¥
音
羽
の
滝
の
前
で
¥
ひ
ざ
ま
ず
き
¥

J
山
様
¥
お
と
つ
つ
あ
ん
の
病
気
を
な
お
し
て
く
れ

っ
し
ゃ
い
日

と
¥
勾
口
事
し
だ
。

宿
屋
の
主
人
に
尋
ね
る
と
¥
《
父
は
『
安
正
¥
安
正
』

と
呼
び
な
が
ら
患
を
引
き
取
つ
だ
。
》
そ
し
て
¥
《
父

の
遺
骸
を
辰
野
の
匠
(
今
の
国
鉄
清
川
駅
付
近
)
に

埋
め
、
白
木
の
墓
標
を
立
て
て
お
い
た
。
》
と
い
う
。

安
正
は
¥
泣
く
泣
く
白
木
の
墓
標
の
翫
ま
で
き
だ

と
た
ん
¥
悲
し
み
、
ガ
一
度
に
込
み
上
げ
て
き
だ
の
か

ひ
ょ
う
だ
ん
に
水
を
一
杯
汲
む
と
¥
安
正
は
一
礼

し
て
¥
す
ぐ
¥
波
入
川
ヘ
走
り
、
だ
し
だ
。

波
入
川
ヘ
一
戻
っ
た
と
き
は
¥
花
咲
き
小
鳥
歌
う
春

先
、
だ
つ
だ
。

ば
つ
だ
り
倒
れ
て
し
ま
つ
だ
。

す
る
と
¥
夢
枕
に
仏
様
、
ガ
だ
だ
れ
て

「
お
と
つ
つ
あ
ん
に
死
な
れ
て
悲
し
か
ろ
う
が
¥
や



先
日
¥
夫
、
ガ
交
通
事
故
に
あ

い
入
院
し
ま
し
だ
が
突
然
の
事

故
で
伺
を
し
て
よ
い
か
わ
か
り

ま
せ
ん
。
ど
う
し
だ
ら
よ
い
か

教
え
て
く
、
だ
さ
い
。

交
通
事
故
に
あ
う
と
治
療
費

の
請
求
・
損
害
賠
償
な
ど
日
常
経
験

し
な
い
難
し
い
問
題
に
直
面
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
問
題
を
早
く
適
切
に
解

決
す
る
た
め
に
次
の
点
を
確
か
め
て

回
~ 

く
だ
さ
い
。

川
交
通
事
故
の
届
け
出

交
通
事
故
が
お
き
た
場
所
の
警
察

署
で
事
故
届
が
し
で
あ
る
か
を
確
か

め
、
届
け
出
が
し
て
な
い
と
き
は
届

け
出
る
こ
と
。
(
加
害
者
に
は
、
道
路

交
通
法
に
よ
っ
て
届
け
出
義
務
が
あ

り
ま
す
。)
こ
れ
は
、
保
険
金
の
請
求
、

そ
の
他
に
必
要
な
交
通
事
故
証
明
書

r知って

①通算対象期間を合計しだ期間ガ25年〈年齢によって24年------10年

に短縮〉以上あること。

を
も
ら
う
た
め
に
も
必
要
で
す
。

転
職
を
考
え
て
い
る
の
で
す

，
ガ
¥
そ
の
だ
め
に
必
要
な
技
能

を
ま
だ
羽
自
得
し
て
い
ま
せ
ん
。

県
で
は
、
技
能
労
働
者
に
な

ろ
う
と
す
る
方
、
さ
ら
に
高
度
な
技

能
を
必
要
と
す
る
方
、
あ
る
い
は
寡

婦
の
方
々
に
対
し
て
、
職
業
に
必
要

な
知
識
や
技
能
を
身
に
つ
け
て
い
た

回
答=

名 柏、 所在地 科目 ・対象

富山高等技能学校 高山市
機械/版金/i容接/製図/自動卓整備
/ミシン縫製/木工/配管/経理

黒部高等技能学ド 黒部市 機械/電気/自動卓整備/建築/木工

福野高等技能学校
悩束砺波者[i 機械/電気/木工/自動卓整備
野町

砺波高等技能学校 砺波市 ミシン縫製/溶接

職業訓練センター
射7Kg[i 溶接/i全装/フーロ ンク建築/事務/建
小杉町 築/配管

年
金
制
度
は
通
算
さ
れ
ま
す

厚生年金10年+国民年金何年=25年

②国民年金以外の公的年金の通算対象期間を合計した期間ガ20年

(年齢によっては19年~10年に短縮〉以上あること。

停リ

凶
事
故
現
場
の
は
握

被
害
の
状
態
に
も
よ
り
ま
す
が

で
き
る
な
ら
事
故
の
す
く
あ
と
記
憶

の
薄
れ
ぬ
う
ち
に
、
現
場
の
見
取
図

と
か
事
故
の
経
過
な
ど
を
記
録
し
て

るて
こ現
と場
が状
必 j兄
要ので
では・き
す恒れ
。 には、

十写
分兵
自己 を
意撮
すっ

お
く
こ
と
。

ω相
手
を
十
分
確
認
す
る

相
手
の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
勤

め
先
と
層
、
王
の
住
所
、
氏
名
、
自
動

卓
出
害
賠
償
責
任
保
険

(
白
賠
責
保

険
)
と
任
志
保
険
加
入
の
会
社
名
等

を
確
認
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

以
上
の
こ
と
の
雄
認
と
、
で
き
る

か
ぎ
り
単
く
最
寄
り
の
交
通
事
故
相

談
窓
口
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

出
山
県
交
通
事
政
相
談
所
で
は
専

門
の
交
通
卓
故
相
談
員
が
、
賠
償
問

題
、
更
生
問
題
等
交
通
事
故
に
つ
い

て
の
あ
ら
ゆ
る
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。
相
談
は
、
電
話
や
手
紙
に
よ
る

も
の
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

富
山
県
交
通
事
故
相
談
所

場
所

県
庁
三
階

電
話

(
O
七
六
四
百
二
l

四

内
線
四
六
五

わ
が
国
の
年
金
制
度
に
は
、

年
金
の
ほ
か
に
厚
生
年
金
保
険
な
ど

八
つ
の
公
的
年
金
が
あ
っ
て
、

の
誰
も
が
ど
れ
か
の
年
金
制
度
に
加

共済組合13年+厚生年金7年+国民年金3年=23年

この場合は共済組合と厚生年金で20年を満だしているので¥国

民年金も3年分ガ受けられます。

③{也の公的年金から老齢年金を受けるのに必要な期間を満だして

いること¥まだは老齢年金を既に受けていること。

傾リ

す
。

年
金
を
受
け
と
る
と
き
は
請
求
手
続
き
が
必
要
で
す

国
民
年
金
は
、
受
け
る
資
格
が
あ
っ
て
も
、
本
り
し
た
と
き
な
ど
に
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
が
、

人
か
ら
裁
定
の
請
求
が
な
い
と
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
は
裁
定
の
請
求
手
続
き
が
必
要
で
す
。

年
金
を
受
け
る
権
利
が
あ
り
な
が
ら
、
ま
だ
請
も
し
、
あ
な
た
が
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
て
、

求
の
手
続
き
を
し
て
い
な
い
万
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

次
表
の
条
件
に
該
当
し
た
と
き
は
、
市
町
村
の
国

国
民
年
金
で
は
、
加
入
さ
れ
た
方
が
年
老
い
た
民
年
金
係
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

り
、
障
害
者
に
な

っ
た
り
、
母
子
世
帯
に
な

っ
た

国
民

入
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
社
会
保
障
を

国
民

制受
しがけ
かでら
しきれ
てる
白い「
営ま国
業す民
者 。 皆

を年
対金
象」

lニグ〉
し体

厚生年金23年+国民年金3年=26年

この場合は厚生年金だ、けで23年あり¥老齢年金の受給資格があ

るので国民年金3年分が受けられます。

年金の請求の条件
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そ
こ
で
高
等
技
能
学
校
へ
入
学

し
よ
う
と
思
う
の
で
す
、
ガ
¥
手

続
き
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

だ
く
た
め
、
高
等
技
能
学
校
、
職
業

訓
練
セ
ン
タ
ー
等
で
、
各
極
の
職
業

訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

県
立
の
高
等
技
能
学
校
お
よ
び
職

業
訓
練
セ
ン
タ
ー
は
次
表
の
と
お
り

〆 - _-_--崎町隠繍欄闘技

学
校
で
σ〉
自
動
車
整
備
講
習
風
景

て
い
る
国
民
年
金
や
、
職
場
ご
と
の

厚
生
年
金
等
が
分
立
す
る
形
に
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
職
場

を
移
っ
た
人
の
中
に
は
、
全
部
の
公

的
年
金
制
度
の
加
入
期
間
を
通
算
す

れ
ば
年
金
を
受
け
ら
れ
る
の
に
、
個

個
の
制
度
の
加
入
期
間
だ
け
で
は
ど

の
制
度
か
ら
も
老
齢
年
金
を
支
給
さ

れ
な
い
こ
と
に
な
る
人
も
で
て
、
き
ま

で
す
。

手
続
き

入
学
手
続
き
は
、
希
望
す
る
職
組

と
所
仕
地
と
を
F
J
山
思
し
て
、
各
職
業

安
定
所
に
備
え
て
あ
る
入
学
願
書
に

必
要
な
事
項
を
記
入
し
て
、
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

入
校
時
期

人
校
は
四
月
と
十
月
で
、
職
純
に

よ

っ
て
受
講
期
聞
が
六
カ
月
と

一
年

に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
く

お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

な
お
、
入
学
申
し
込
み
は
開
講
日

の
一
カ
月
前
か
ら
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

14 

入
校
資
格

①
就
職
を
希
望
し
受
講
意
欲
の
あ

る
ん
。

②
特
に
定
め
る
学
科
以
外
は
義
務
教

育
を
修
了
し
た
方
。

③
視
力
は
矯
正
視
力
を
含
め
て
刷
版

の
和
が

0
・
回
以
上
の
'万
。

④
通
常
の
会
話
が
で
き
る
卜刀
。

⑤
著
し
い
運
動
機
能
の
障
害
が
な
い

方
。

そ
の
他
く
わ
し
く
は
、
公
共
職
業

安
定
所
ま
た
は
、
高
等
技
能
学
校
へ

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

こ
う
し
た
「
掛
け
捨
て
」
を
防
ぐ

た
め
に
、
加
入
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
制

度
の
加
入
期
間
を
合
計
し
て
一
定
の

年
数
に
な
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
制
度

か
ら
加
入
期
間
に
応
じ
た
年
金
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
の
が

〈
通
算

老
齢
年
金
制
度
〉
で
す
。

通
算
老
齢
年
金
は
上
の
表
に
該
当

す
る
と
き
支
給
さ
れ
ま
す
。

15 



安
全
・
快
適
そ
し
て
経
済
的

省
Z
本
住
宅
の
す
す
め

不
足
す
る
石
油

将
来
石
油
が
底
を
つ
い
て
し
ま
っ
た

場
合
に
は
大
変
な
こ
ど
に
な
る
か
ら

で
す
。
従
っ
て
、
石
油
に
替
わ
る
新

最
近
、
「
省
資
源
」
「
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
」
が
強
く
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
れ
と
い
う
の
も
、
エ
ネ

し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
に
取
り
組

ル
ギ

i
の
約
九
割
を
海
外
か
ら
の
輸

む
と
と
も
に
、
そ
れ
が
安
定
供
給
さ

入
に
依
存
し
て
い
る
日
本
に
と
っ
て

れ
る
ま
で
の
あ
い
だ
石
油
を
大
切
に

変
わ
っ
て
き
た
生
活
様
式

建
築
物
は
、
常
に
私
た
ち
に
安
全

で
快
適
な
生
活
環
境
、
生
産
環
境
を

提
供
す
る
よ
う

に
造
ら
れ、

維
持
さ

れ
て

い
ま
す
が、

こ
の
た
め
に
用

い

く
す
る
た
め
壁
は
少
な
く
、
窓
は
大

し き
たく
。 開

で け
す放
かせ
らる
よ
冬う
はに
寒し
さて
をき
ガま

マ
ン

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し

ら
れ
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
特
に
冷
暖
房

Tこ

に
使
わ
れ
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
も
莫
大
な

と
こ
ろ
が
、
戦
後
は
冬
も
暖
か
く

も
の
に
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
少

し
で
も
効
率
よ
く
し
て
、
エ
ネ
ル
キ

使
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

そ
こ
で
、
私
た
ち
に
関
係
の
深
い

住
宅
建
築
で
は
、
ど
の
よ
う
な
省
エ

ネ
ル
ギ
!
の
方
法
が
あ
る
か
紹
介
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

過
ご
す
た
め
、
石
炭
か
ら
し
だ
い
に

電
気
、
ガ
ス
、
石
油
と
い

っ
た
便
利

な

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
う

よ
う
に
な
る
に
つ
れ
て
暖
房
設
備
が

そ
し
て
、
最

発
達
し
て
き
ま
し
た
。

近
は

一
般
家
庭
で
も
夏
の
冷
房
設
備

が
備
え
ら
れ
て
、
年
中
快
適
な
生
活

が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

熱
を
外
ヘ
逃
が
さ
な
い
工
夫

ー
の
節
約
を
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら

よ
い
で
し
ょ
う
か
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
開

グ〉

蒸昔
しか
暑ら
さ
を 私
し、 fこ
かち
にの
防・住
ぐ居
かは

工夏

放
的
な
木
造
住
宅
で
は
熱
効
率
が
悪

そ
こ
で
、
エ
ネ
ル
ギ

く
な
り
ま
す
。

夫
を
こ
ら
し
て
き
だ
と
い
っ
て
よ
い

ー
の
ム
ダ
が
少
な
い
建
物
に
す
る
工

夫
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

近
頃
、
住
宅
の
建
築
現
場
で
壁
な

で
し
ょ
う
。

つ
ま
り、

直
射
日
光
を

防
ぐ
た
め
に
軒
を
出
し
、
通
風
を
よ

LE
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，
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• 

ゆ冷水

ガス圧縮式冷凍機

ランキンサイクルを利用したソーラーハウスのシステム図

バッ クアップ
電動機

ギ)
ポンプ 循環ポンプ

ランキンサイクル機関

ど
に
グ
ラ
ス
ウ

l
ル
や
発
泡
ス
チ
ロ

ー
ル
等
の
断
熱
材
を
入
れ
て
い
る

の

を
よ
く
見
か
け
る
と
思
い
ま
す
。

こ

れ
は
住
宅
全
体
を
、
い
わ
ば
す

っ
ぽ

り
と
布
団
で
囲

っ
て
し
ま

っ
て
、
建

物
の
周
囲
か
ら
熱
を
外

へ
逃
が
さ
な

い
よ
う
に
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

断
熱
材
に
は
多
種
多
様
の
も
の
が
あ

リ
ま
す
が

(
図

l

・
2
参
照

り
薄
い
も
の
は
効
果
が
少
な
い
の
で

五
j
六
で
く
ら
い
の
厚
さ
が
必
要
で

ー
し
ト
」?っノ
。

窓
は
ガ
ラ
ス
面
が
大
き
い
ほ
ど
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
損
失
が
多
く
、

こ
の
た

図 I.断熱材施工の基本図 2.断熱材利用の効果

*断熱材なしの暖房

負荷を 100とする

J断熱Z叫|

①
 

め
カ
ラ
ス
面
を
二
重
に
し
た
リ
、
障

子
や
カ
ー
テ
ン
を
あ
わ
せ
て
使
、
っ
と

あ
ま

効
果
が
あ
リ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
断
熱
設
備
に
は
当
然
費

用
が
か
さ
み
ま
す
の
で
、
住
宅
金
融

公
庫
の
融
資
の
割
増
対
象
に
な
り
ま

す
。

自
然
の
力
を
上
手
に
利
用
し
て
l

ま
た
、
建
物
全
体
の
計
画
に
つ
い

む
や
み
に
建
物
の
外
観
を
彼

雑
に
し
な
い
で
、
で
き
る
だ
け
外
気

て
は

に
接
す
る
面
積
を
少
な
く
す
る
こ
と

が
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
や
建
築
貨
の
節
約

に
も
な
リ
、

地
震

に
強
く
耐
周
年
数

しと

ネルギ一
生かして告をおう石油・電気.7j( 

やがゑ

を
延
ば
す

こ
と

に
も
な
り
ま
す
。

次
に
与
え
ら
れ
る
こ
と
は

~断熱材

1.断熱材は室内側仕上材裏にできるだけ密着させる。

2.天井、 壁には防湿層を設ける。
3.小屋裏、床下の通気をよく する。

16 

計
画
で
の
配
慮
で
す
。
夏
の
風
通
し

ゃ
、
冬
の
日
当
た
り
を
十
分
に
得
る

こ
と
の
で
き
る
敷
地
の
確
保
に
努
め

る
と
と
も
に
、
敷
地
内
で
植
樹
や
芝

生
を
有
効
に
利
用
し
た
配
置
計
画
を

す
る
こ
と
で
す
。
樹
木
が
建
物
の
壁

や
地
由
に
落
と
す
彬
は
、
建
物
へ
の

照
り
返
し
の
防
止
や
、
日
射
の
遮
へ

い
を
効
果
的
に
行

っ
て、

人
口
の
建

築
材
料
で
は
得
ら
れ
な
い
自
然
で
快

適
な
環
境
を
つ
く
り
出
し
ま
す
。

配
置

こ
れ
か
ら
は
太
陽
熱
の
利
用
が
|

以
上
は
建
物
全
体
に
つ
い
て
の
工

夫
で
す
が
、
設
備
面
で
も
給
湯
な
ど

17 

の
補
助
的
エ

、不
ル
キ
!
と
し
て
、
太

陽
熱
を
活
用
す
る
設
備
も
最
近
し
だ

い
に
改
善
さ
れ
て
き
て
い
ま
す

れ
な
ど
も
県
内
で
今
後
ま
す
ま
す
普

泣
す
る
で
し
ょ
う
。

こ
れ
ま
で
、
省
エ
ネ
ル
ギ
、
l
住
宅

に

つ
い
て
、
い
ろ
い

ろ
話
し
て
き
ま

し
た
が
、
こ
れ
ら

の
こ
と
を
う
ま
く

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ

勺
て
大
き

な
効
果
が
得
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
わ

け
で
す
u

そ
し
て
、
単
純
で
経
費
が

少
な
く
、
で
き
る
だ
け
な
が
も
ち
す

る
も
の
を
選
ぶ
、
」
と
が
何
よ
り
重
要

で
す
。



私
だ
ち
が
日
頃
使
っ
て
い
る
石
油
電
気
な
ど
の
エ
ネ

ま
せ
ん
。

そ
れ
ら
決
し
て
無
限
に
あ
る
わ
け
で
は
あ
り

ル
ギ
|
資
源
は
、

わが家も

省エネルギー農業
川
水
稲
種
苗
育
苗

思
う
と
、
資
源
を

こ
と
は
と
て
も
重
要
な
こ
と
で
す
。

農
業
生
産
に
お
い
て
も

J
高
い
収
量
を
得
る
だ
め
に

え
方
か
ら
寸
一
定
ル
ギ
ー
を
投
入
し
て
L

と
い
っ
た
考

の
収
量
を
い
か
巳
少
な
い
エ
ネ
ル
ギ

い
う
考
え
方
に
変
え
る
必
要
が
あ
り

だ
く
さ
ん
の
エ
ネ

ー
で
と
る
か
」
と

①
育
苗
の
開
始
は
四
月
に
入

っ
て
か

ら
行
、
っ
。

②
出
芽
器
の
被
覆
カ
バ
ー
や

育
苗

施
設
の
出
芽
室
の
断
熱
カ
ー
テ
ン

を
二
重
に
し
、
室
外
へ
逃
げ
る
熱

を
少
な
く
す
る
よ
う
に
努
め
る
。

③
暖
房
用
バ
ー
ナ
ー
の
完
全
燃
焼
を

は
か
る
た
め
に
、
バ
ー
ナ
ー
や
煙

突
等
の
整
備
を
行
う
。

⑤
変
温
管
即
一装
躍
を
と
り
入
れ
て

て
保
温
に
つ
と
め
る
。

燃
料
の
節
約
を
は
か
る
。

②
畜
舎
の
換
気
は
天
窓

・
側
窓
を
同

政
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

③
ふ
ん
尿
の
火
力
乾
燥

・
水
洗
処
理

は
で
き
る
だ
け
減
ら
し
て
批
肥
化

を
は
か
る
。
や
む
を
え
ず
火
力
乾

燥
す
る
場
合
は
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ

ス
等
を
利
用
し
て
予
備
乾
燥
を
す

①
畜
合
は
外
丸
を
し
ゃ
断
で
き
る
よ

る

つ
に
改
善
し

断
熱
材
を
利
用
し

① (2) 
ト 耕
ラ 起
ク ・
タ 代
| か

備
に
つ
と
め

つ
と
め
る
と

効
率
を
高
め

②
作
業
目
的
、

作
業
速
度

を
決
め
て
、

ン
回
転
数
を

③
運
転
技
術
を

い
作
業
を
行

④

エ
ン
シ
ン
の

く
し
て
、
作

こ
ま
め
に
エ

⑤
ト
ラ
ク
タ
ー

ケ
ジ

ュ
ー
ル

ま
す
。

自
然

用
す
る
。

ー
ル
に
し
た
が

っ
て
計
画
的
に
使

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
農
業
の
技
術
対
策
と
し
て
は
、

川
モ
ミ
の
乾
燥

エ
ネ
ル
ギ
ー
(
太
陽
熱
・
風
・
地
熱
な
ど
)
や
未
利
用
資

源
を
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
か
と
い
つ
だ
、

長
期
的
な

①
バ
ー
ナ
ー
の
分
解
川
除
を
徹
底
し

て
、
燃
焼
効
率
を
高
め
る
。

視
点
か
ら
考
え
る
こ
と
も
も
ち
ろ
ん
必
要
で
す
、か
、
当

面
、
い
ま
行
っ
て
い
る
技
術
・
作
業
に
ム
夕
、か
な
い
か

省
け
る
作
業
は
な
い
だ
ろ
う
か
等
、

ム
ダ
に
な
る
の
で
、
乾
燥
中
は

②
乾
燥
し
す
ぎ
る
と
多
く
の
燃
料
が

現
在
の
作
業
を
見

モ
ミ

の
乾
き
具
合
に
注
意
し
て

て
行

<
必
要
、か
あ
り
ま
す
。

直
し
て
創
意
と
工
夫
に
よ
っ
て
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
考
え

き、
耕
紅
機
の
点
検
終

油
も
れ

の
防
止
に

川
刈
取
り

①

コ
ン
ハ
イ
ン

が
や
が
て
底
を
つ
く
と
き
の
こ
と
を

育
効
に
、
そ
し
て
大
切
に
利
用
す
る

と
も
に

動
力
伝
導

ら
切
り
に
要
す
る
馬
力
を
小
さ
く

動
力
い
い
山
ヴ
川
刈
ト
十
↑

ヲ。
。
上
域
条
件
に
応
じ
た

ロ
ー
タ
リ
ー
回
転
数

必
要
以
上
に
エ
ン

ジ

く
れ
-
つ
。

般
的
作
備
を
励
行
し

す
る
と
と
も
に

を
J
M

向
め
る
。

適
正
水
分
に
仕
上
げ
る
。

③
乾
燥
機

へ
の
モ
ミ
の
張
込
み
量
を

多
く
し
て
、
効
率
を
よ
く
す
る
。

パ
イ
ン
タ
ー

の
点

メIJ

~'x. 

守巴

丸
山
台
性
を
高
め
る
。

一也
ハ
ウ

ス
の
似
如
何
附
を
鮒
修
し
て

②
地
設
周
辺
に
防
風
刺
を
設
け
て

②
H.

取
過
な
時
則
に
刈
取
る
よ
う
に
す

加
温
効
率
を
高
め
る
。

③
岐
川
機
の
点
検
川
和
仙
に
つ
と
め
て

上
げ
な
い
。

r"'J 
め

ロ
ス
の

で
な

る
む
特
に
、
析
の
水
分
の
多
い
と

き
泌
が
付
泊
し
て
い
る
と
き
は

つ

以
穫
し
な
い
。

④
カ
ー
テ
ン

バ
ー
ナ
ー
の
燃
焼
効
半
を
高
め
る
。

③
適
正
な
エ

ン
ジ
ン
凶
転
数
で
作
業

し
て

か
ら
ぶ
か
し
を
少
な

業
を
し
な
い
と
き
は

を
行
う
と
と
も
に

こ
さ
践
し
い
か

保
温
効
果
を
高
め
る

ト
ン
ネ
ル
等
を
利
用土A

F

ン
ジ
ン
を
止
め
る
。

で
な
い
紅
伎
に
戊
く
ヲ」く
。

た
、
投
r
A
は
天
窓
や
側
窓
を
開
政

し
、
ム
日
然
換
気
に
よ

っ
て
燃
料
や

④

コ
ン
バ
イ
ン
は
逼
行
中
の
燃
料
費

つ
リ
1
j

ま、
J

卓

:I

ス

d
t
f
Hパ
l
h

w

人

4

ノ

が
大
き
い
の
で
、
逆
行
ス
ケ
ジ

ュ

に
広
ぺ
つ
い
て
効
率
よ

表 I.水稲稚苗育苗するとき出芽室・育苗器を 2重被覆す ることに よる節油量

放熱係数 |制に必間最 加温に必要な熱量 灯油消費量

I震被覆
2. Skcal/m'.h.oC 315kcal/1箱 315kcal/Hii 15.8Q/ha 

(現在)

2重被覆 2.0 252 315 14.2 

J王1.灯油の熱量10，000kcal/Rとする
2. ha当たり苗箱数 250箱

3.節油量10% (100一(14.5/15.8X100) = 10%) 
4.放熱係数とは |時間 1m'あたり IOC温度が下がるときに逃げてL、〈熱量

動
力
を
節
減
す
る
。

表 2.過乾燥米の発生量と損失水分・損失灯油量 (53年産米)

玄米水分(%) 発生量(玄米ん) tfl失水分(ん) 111失灯油量(kQ)
ー』宇一一ー

12.0 900 40 8 

12.3 2，700 107 21 

12.8 12、300 398 80 

142 1:1.3 28，500 713 

13.R 飴 Iω_j_ 1，202 240 

491 ノl入l 112，500 2，460 
(ドラム缶で 2，500本)

18 

2王1.過乾燥米とは玄米水介14%未満のもの
2.発生量は53年産うるち玄米
3損失水分は玄米水介15%にすべきところ
4.玄米水介1，000k'i蒸発させるにめに灯油200R必要



そのすぐれた栄養

牛乳
牛乳は消化率の高いタンパク質をはじめビタミン、ミ

ネラル(無機質)など人間の成長と健康維持に欠かせない

栄養が豊富に、バランスよく含まれている身近な食昂で

す。

戦後、牛乳の消費量は大きく伸び、病人や子供の飲む

ものだという偏見はかなり変化し、広<普及してきまし

だが、諸外国にくらべてみると必ずしも多くありません。

そこで合回はこの牛乳について考えてみましよう。

〈
体
の
調
子
を
整
え
る
ミ
ネ
ラ
ル

(無
機
質
)〉

ミ
ネ
ラ
ル
で
特
に
多
い
の
は
カ
ル

シ
ウ
ム
と
燐
で
す
。

カ
ル
シ
ウ
ム
は

心
臓
の
脈
は
く
を
正
常
に
保

つ
働
き

や
、
体
液
を
中
性
に
保

つ
働
き
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
鎮
静
効
果
を
も
ち
、

神
経
を
必
ち
右
け
ま
す
c

就
寝
前
に

牛
乳
を
飲
む
と
、
特
に
カ
ル
シ
ウ

ム

は
体
内
に
蓄
績
さ
れ
て
効
果
が
大
き

く
、
燐
は
休
液
中
に
あ

っ
て
般
や
ア

ル
カ
リ
を
中
和
し
た
り
、
酵
素
の
働

一一一
、

、

飲
用
乳
の
種
類

〈
牛
乳
〉

し
ほ

っ
た
ま
ま
の
牛
乳
を
そ
の
ま

ま
の
状
態
で
殺
菌
し
、
ビ
ン
や
紙
容

器
に
つ
め
て
飲
用
に
供
す
る
も
の
で
、

生
乳
以
外
の
も
の
は
た
と
え
乳
製
品

で
あ

っ
て
も
添
加
し
て
は
い
け
な
い

こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

〈
加
工
乳
〉

外
観
状
態
は
牛
乳
と
全
く
同
じ
で

す
。

一
般
に
は
生
乳
を
主
体
と
し
て

そ
こ
へ
乳
製
品
を
加
、
え
た
も
の
で
、

成
分
規
格
は
牛
乳
と
同
じ
に
な

っ
て

い
ま
す
。
ま
た
加

-L
乳
の
原
料
は、

k

上」
l
u

t
L
じ
日
1
し

H

兄
じ
H
I刀
!
し

」

A
4
1
z
d
.
日
川
月
手

.
B
H月
名
手

ク
リ
ー
ム

・
バ

タ

l
・
濃
縮
乳
な
ど

と
決
め
ら
れ
て
い
て
、
ビ
タ
ミ
ン

・

ネ
ラ
ル
な
ど
の
添
加
は
祭
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

き
を
助
け
ま
す
の

〈
成
長
に
欠
か
せ
な

い
ビ
タ
ミ

ン

ビ
タ
ミ
ン

A
・
島

牛
乳
に
は
各
陣
ビ
タ
ミ
ン
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
特
に
多
い

の
は
ビ
タ

ミ
ン
民

で
す
が
ビ
タ
ミ
ン

A
も
含
ん

で
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら

の
ビ
タ
ミ
ン

は
、
肌
を
美
し
く
す
る
働
き
が
あ
リ

氏
叫
が
不
足
す
る
と
皮
ふ
が
荒
れ
た
り

食
欲
不
振
と
な
り
疲
れ
や
す
く
な
り

ま
す
の

牛
乳
の
買
い
方
・
み
わ
け
方

栄
養
源
で
あ
り
、
取
り
扱
い
や
保
存

〈
買
い
方
〉

①
牛
乳

・
加
工
乳

・
乳
飲
料
の
別
を

確
か
め
る
。

②
製
造
年
月
日
の
新
し
い
も
の
、
冷

た
い
も
の
を
保
存
状
態
の
よ
い
庖

か、り
。

③
デ
ラ

ッ
ク
ス

・
ゴ
ー
ル
ド
な
ど
の

表
ぷ
に
一
正
配
口
ん
す
る

(礼
町
肪
・
分
三

-
-主
計
以
上
、
無
防
乳
固
形
八
刀
八

・

五
uh
以
上
で
な
け
れ
ば
表
ぷ
で
き
な

い
・:
公
正
競
争
規
約
)

〈
保
存
性
と
取
り
扱
い
方
〉

午
手し
は

人
や
動
物
の
み
な
ら
ず

細
菌
微
生
物
に
と

っ
て
も
珂
想
的
な

打
法
に
不
備
が
あ
れ
ば
急
速
に
変
質

し
て
し
ま
い
ま
す
。
食
品
衛
生
法
で

は
殺
菌
後
の
細
闘
の
増
植
を
防
ぐ
た

め
、
製
品
を
十
度

C
以
下
に
冷
蔵
す

る
よ
う
義
務
づ
け
て
い
ま
す
が
、
低

い
渇
度

の
ト
々
が
保
存
性
が
よ
い
わ
け

で
す
。
冷
蔵
庫
で
の
保
存
は

-h
度

C

前
後
で
凶

1
五
日
、

保
存
状
態
が
よ

く
て
七
j
卜
日
が
限
度
で
す
。
開
封

後
は
な
る

べ
く
早
く
飲
み
ま
し
ょ
う
。

〈
品
質
の
み
わ
け
方
〉

品
質
の
よ
い
牛
乳
は
牛
乳
特
有
の

礼
山
色
を
し
て
い
て
誕
問
物
い
か
あ
リ

〈
乳
飲
料
〉

牛
乳
ま
た
は
乳
製
品
を
原
料
と
し

て
甘
味
と
好
み
の
胤
味

(
コ
ー
ヒ
ー

別表 1.飲用乳の規格

飲用-7L
成分

比重
衛生基準

日F無月間L 般 J主
トー一一一一一一-r一一一一一

の純紅i (150C) 細菌数大腸

Il万分回 }f~分 (1 m~ 当 リ ) 菌群

J-I.. :?L ;3.000 8.0% 1. 028~ 0.18% 

}JIJ LAL 以上 以上 1.034 以下
5 )j以下 陰性

乳飲料 3万以下 1;会性

ま
せ
ん

ま
た
特
十
戸
の
香
り
が
あ
り

飼
料
具
、
焦
げ
く
さ
き
な
ど

の
異
状

こ
と
で
す
。

果
け
な
ど

)
を
つ
け
た
晴
好
飲
料
の

飲
料
は

の
規
制
は
あ
リ
ま
せ
ん
が

、、
:
a
tt

ノ
L

』
事

コ
ー
ヒ
ー
乳
飲
料

・
フ

ル
ー
ツ
乳
飲
料
な
ど
が
こ
れ
で
す
。

食
品
衛
生
法

で
の
礼
成
分

争
脱
約
で
は
乳
同
形
分
三

r以
上
と

の
と
お
り
と
な

っ
て
お
リ
ま
す
《

以
ヒ
の
飲
用
礼
の
規
格
は
別
表
:fL 

決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

、

牛
乳
の
栄
養
と
そ
の
働
き

牛
乳
は
む
か
し
か
ら
完
全
栄
養
食

品
と
い
わ
れ
る
よ
う

に
人
聞
の
成
長

〈
消
化
吸
収
の
よ

い
脂
肪
〉

牛
乳
の
脂
肪
は
細
か
い
粒
状
で
消

と
健
康
維
持

・
美
容
に
欠
か
せ
な
い

豊
富
で
す
。

化
吸
収
さ
れ
や
す
く

こ
の
脂
肪
の
中
に
は
ビ

栄
養
(別
表
二
参
照

)を
曲
一旦古
田
に
、
ま

た
バ
ラ
ン
ス
よ
く
含
ん
で
い
ま
す
。

〈
質
の
よ
い
タ
ン
パ
ク
質
〉

カ
ロ
リ
ー
が

タ
ミ

ン
A
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

牛
乳
の
タ

ン
パ
ク
質
は
刷
物
性
の

〈
整
腸
作
用
の
あ
る
乳
糖
〉

牛
乳
の
糖
質
は
乳
糖
と
い

ゥ
て
乳

20 

八

i
九
十
九

rで
す
。

も
の
よ
り
消
化
率
い
か
高
く
普
通
九
十

ま
た

す

以
外
に
は
な
い
特
殊
な
糖
分
で
す
。

甘
味
が
少
な
く
乳
幼
児
に
は
欠
か
せ

な
い
カ
ロ
リ
ー
似
で
あ
り
、
腐
敗
簡

の
増
殖
を
お
さ
え
る
整
腸
作
用
が
あ

っ
て
、
ま
た
体
内
に
脂
肪
が
た
ま
る

の
を
防
ぎ
ま
す
。
乳
糖
が
分
解
し
て

れ
た
栄
養
価
を
も
っ
必
似
ア
ミ

ノ
般

の
す
べ
て
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
含
ん
で

タ
ン

パ
ク
質
は
体
内
に
人

い
ま
す
。

っ
て
ム
ダ
な
く
血
と
な
リ
肉
と
な

う

で
き
る
ガ
ラ
ク
ト
l
ス
は
特
に
乳
幼

ラ
ス
し
ま
す
。

て
、
特
に

f
供
の
成
長
に
大
き
く
プ

児

の
脳
神
経
の
発
達
に
役
立
ち
ま
す
。

カロリ Cal 59 

7}( 分 g 88.6 

たんぱく'flg 2.9 

月旨 月万 g 3.3 

4浩 質 g 4.5 

「火 分 g 0.7 

カルシウムmg100 

ナトリウムmg 36 

t舜 mg 90 

2失 mg 0.1 

ビ
AI.U. 100 

タ Blmg 0.03 、、、

ノ B2mg 0.15 

別表2
す 風
味
が
な
く
適
皮

の
コ
ク
い
か
あ
り
ま

四
、
牛
乳
で
健
康
増
進
を

最
近
の
日
本
人

の
食
生
活
で
は
、

一
方
で
は
食
べ
過
ぎ
、
運
動
不
足
に

よ
る
肥
満
と
、

一
方
で
は
朝
食
を
抜

い
た
り
、
イ

ン
ス

タ

ン
ト
食
品
の
み

に
頼
る
た
め
の
栄
養
の
ア
ン
バ
ラ
ン

ス
が
問
題
と
な

っ
て
お
り
、
量
的
に

は
十
分
で
も
質
の
点
で
は
基
本
的
な

こ
と
が
忘
れ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
忠

わ
れ
ま
す
。

こ
の
食
生
活

の
欠
陥
を

一
日
で
言

い
表
わ
し
ま
す
と
、
良
質

の
タ
ン
ハ
ク
一
員
、
カ
ル
シ
ウ
ム
、
ビ

タ
ミ
ン

nm
・
訟
の
不
足
で
す
が
、
こ

の
欠
点
を
補
う
た
め
に
は
、
牛
乳
が

ま
さ
に
ぴ

っ
た
り
で
す
。

し
か
し
、
残
念
な
が
ら

日
本
人

の
牛
乳
消
費
量
は

図

一
の

と
お
り
と
て
も
少

な
く
昭
和
九
卜

年
に
は

一
F
当
た
り
わ
ず
か
八
卜

α
に
過
ぎ
ず

ア
メ
リ
カ

の
三
百
九
」
l

じ

∞
の
約
五

分
の

一
、
凶
ド
イ
ツ
の
約

山
分

の

一
に
し
か
な
り
ま

せ
ん
。

こ
れ
か

ら
は
、
栄
養
価

豊
富
な
牛
乳
を
も

っ
と
飲

ん
で
健
康
増
進
や
体
位
向

上
を
は
か

つ
て
く
だ
さ

い
。

昭召|id(200CC)

5口口町5
|口口四日
52口口口15

-令

~ 
秤量 清浄化

(三訂日本食品標準成分表

による)

貯手し
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-第9回みん怠の消費生活展
会期/10月10日休:)-15日(月)
場所/側大和富山庖8階大ホール
・第2[QJくらしと木材展
会期/10月13日(土)-15日(月)
会場/県民会館A展示場

・第7[QJジャンポヤングフェスティJ'¥Jレ
日時/10月14日(日)
午前10時~午後4時30分

場所/県庁前公園一帯

・富山県枚場まつり

日時/10月16日(刈午前9時から
場所/大沢野町猿倉山牧場

行事/放牧牛チャンピオン大会 ・牧場写生

大会・ 1日家畜園など

・ボランティ戸活動を考える県民のつどい

日時/10月21日(日)
午後12時30分~午後4時30分

場所/第一生命ビノレ9階大ホール
.富山県農林漁業祭と富山県米祭り

¥指定天然記念物・毘沙門杉4本のう
ち2本が倒れ、再生不能となりまし
た。毘沙門杉は樹齢1，300年、高さ
27:;:.の全国でも数少ない大木ですが

最近いたみがひどく、 jflJれた 2本は
以前から枯死状態にあったものです。

一一回

一一一一一

……
…
民
u
……………

…………
局

……………

……
…
n
g…………… 
…………
験
再
……
…

……
…
目

……………

……
…
m
o
…………… 

…一
…
泊
1
…一…一…

……
…
月

……………

……
…
mmu
…………一

9月5E3
~毘沙門杉、バッタリ

4日夜、県内をかけぬけた台風12
号は、死者1名を出すなど、県内各

地で大きな被害を出しました。この

台風の影響で、高岡市戸出にある国ノ

ー

会期/10月30日(刈-31日制
場所メ県民会館l階展示場

即売や試食会も行います 0

・米国産昂巡航見本市

会期/11月3日仕)-5日(月)
場所/富山新港「新さくら丸」船上

展示即売品/肉 ・繊維製品 ・家庭用品 ・ス

ポーツ・レジャー用品

入場整理券(アメリカ旅行抽選券っき)は

10月中旬から各市町村、商工会議所、 商工
会で受け付け。

・第Tロ富山県老人若返り祭り
会期/11月3日仕)-4日(日)
場所/県民会館

行事/作品展示会 ・各種相談コーナー ・演

芸 ・のど自慢大会

・第30[QJ富山県勤労者美術展
会期/11月3日仕)-5日(月)
場所/県民会館地下展示場

‘・h・h・トa・....“'‘.....'・..........'・.........c・‘.ト唱ト・....
・共同募金/10月1日(月)-12月31日(月)
・薬と健康の週間/10月17日附-23日(刈
・違反建築物妨i上週間/10月12日幽-18日休)

9月刊日
理起きれいな選挙を呼びかけ

富山県明るい選挙推進協議会は、

臨時総会を開き、衆議院議員選挙で

の違反防止の推進と啓発について協

議した結果、有権者に対する PRの

強化にあわせて、各候補者にホ明る

い選挙H に関する要望書を手渡し、

違反防止を呼びかけることにしまし

た。また、県選管では、ポスターや

白ばら娘、広報半の巡回のほか、テ

レビ、ラジオ、新聞などでも PRを

図ることにしています。

ー:
γ翌二
問量I.~

9月5日__，6白
鶴県内の山村特産品を一堂に

第3回富山県山村特産品まつりが
県民会館で聞かれました。これは県

内の山村地域で生産されている特産

品を県民に知ってもらうとともに、

販路の拡大と生産怠欲の増大を図ろ

うと開催されたもので、会場には県

内各地から食料品、花木、民芸品な

ど合わせて2万点ちかい特産品が一
堂に集められました。r!i価より安い

とあって会場には大勢の県民がつめ

かけ、なかなか盛況でした。

2
 
2
 

『

， 

.
‘軍司-

.，
V

〉

. 

池周辺を散策、夢にまでみた立山に

歓声をあげていました。

8月29日
麗新規就農者史上最低を記録

ことし富山県内で新たに農業に就

いた青年は、史上最低の15人にすぎ
ないことが、県の実地した青年農業

者現状調査で明らかになりました。

県内の最近の新規就農者は、毎年減

少の傾向をたどっており、農業後継

者対策が大きな課題となっています。

8月16日 18月27日
麗新しいコミュニティづ〈りへ |麗富山湾をマダイの宝庫に

県では、住みよい地域社会の実現 | 県では、富山湾をマダイの宝庫に

を図るため「県コミュニティづくり |しようと、マダイの稚魚、を中間飼育

推進要綱」を作成。これは住民によ |する魚礁を氷見沖の虻が島付近に沈

って自発的 ・主体的にコミュニティ |設しました。魚礁はビル建設の骨組

活動がすすめられるよう条件整備を |みを忠わせる形をしており、内部は

図ることを原則にコミュニティ活動 |デコボコの複雑な構造で、稚魚、を外

の気運づくり、リーダーの育成、コ |敵から守る魚、のアノfートといったと

ミュニティ地設の整備などのほか、 |ころ。県では、栽培漁業センターで

モデル地区の指定を行うことを内容 |人工フ化した幼魚を来年度から20万
としています。 I匹ずつ放流することにしており、近

8月20日 |い将来には魚津、新湊の沿岸にも同
i様の魚礁をつくることにしています。

麗呉羽で第1回現地農政懇談会 |門〔ハ~，.......，
農家のナマの声を聞いて、県農政 I.._" J&.-， ~ 
に反映させようと第 l回現地農政懇|麗身障者、立山を満喫

談会が富山市呉羽で行われました。 I <'イカーの乗り入れカ、禁止されて
出席者からは、転作に伴う条件整備 |いる立山に、今回初めて身障者がマ

奨励金に関する要望、向各農経営に伴 |イカーで入山、初秋の立山を満喫L
う環境問題、農業後継者づくりなど |ました。この日、身障者19人は18台
さまざまな悩みや注文が出されまし |のマイカーに分来し桂台に集介、県

た。県ではこれら農家の窓見を参考|道路公社のパトカーの先導で高原ド

に国の動向を見極めながら、不安の |ライブを楽しみ、主'主ターミナルに

ない農業経営の指導にあたることに |全員が無事到着。身障者j圭は11'..i単車

しています。 Iイスを組み立て、主堂、ドやみくりカ、
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おうだんほどうきょうを

わたりましよう。

ブーさん

/を

品、

崎

県有美術品紹介

さ円
れ覚古
た寺都
こ管鎌
と長倉
は朝の
ま比名f
こ奈利三

1定臨
痛老 、済
惜師不
lニカ) ;;、
た選f本
え化げ向

あるいている

しているのでし

ぷう

ブーさんあやこが いま

ところは どこですか。

これはどんなやくめを

ょうか。

ぶう

ブ-くんガ かわの むこうの ひろばに

あそびに いこうと しています。 でも

そのかわにはこわいわにガいます。

どうすればあんぜんにかわをわだ杓る

でしょう。 はしをわだればもっとかん

だんに わだれますね。

i臨

轡

と
し
て
も
著
名
で
、
異
色
の
高
僧
と
し

て
知
ら
れ
た
。

著
書
に
は
「
碧
巌
録
訳
注
」
「
臨
済
録
訳

注
」
「
欧
米
雲
水
記
」
「
無
門
関
提
唱
」
「
仏

心
」
な
ど
。
墨
書
に
も
親
し
ま
れ

一
静

け

い

け

ん

ゅ

う

こ

ん

し
ん

し

鎮
百
動
、
敬
度
に
し
て
雄
海
真
撃
の
風

格
が
あ
り
、
別
峰
は
雅
号
で
あ
る
。

「
本
来
無

一
物
」
と
い
う
の
は
禅
語

て
と
り
わ
け
南
宗
禅
の
真
髄
を
端
的
直

せ
っ裁
に
道
破
し
た

一
語
で
、
茶
道
人
に
は

一
行
物
と
し
て
揮
毒
さ
れ
て
い
る
。
こ

朝日奈宗源書

本来無一物

A

、、。

+
J
一tLW老
師
は
戦
前
戦
後
を
通
じ
軍
部
や
政

事
に
つ
い
て
率
直
な
所
信
を
述
ベ
グ
世

界
連
邦
確
立
。
を
提
唱
、

ぷ
示
教
の
世

界
的
統

一
u

を
呼
び
か
け
る
な
ど
、
平

和
の
創
造
と
人
間
性
の
回
復
に
つ
い
て

構
想
雄
大
。

「
世
界
連
邦
平
和
促
進
宗

教
者
大
会
」
の
開
催
な
ど
実
践
活
動
家

_..... 
a 司喝

司-圃--

道路の横断は、 r~:黄断歩道橋」と 「横断用地下道」がもっとも安全ですO
さらに、こうした施設のある場所は、交通量が多いの

ですから、そういった怠味でも 、必ずこ うした施設を

渡るよう教えましょう 。

4 

ママから幼児への質問事項

「横断歩道橋って何?J I横断用地下道って何?J 

「どうしてそれらが道路を渡る時一番安全なの?J 

「横断歩道橋から下の車を じーっ と見ていてもいい?J 

危険なところを安全にわたるには、いろんな方法が

あリますが、い橋かなどは簡単な処置で、しかも安全

な方法です。

横断施設も安全の最たるものです。横断施設とは、

横断歩道僑、横断用地下道、横断歩道、信号機など

です。前号で横断歩道についてふれましたが、道路

を横断する際一番安全なのは、車の流れと交差しな

いところ、という当然の埋屈から、横断歩道橋と横

断用地下道が横断歩道よりも安全であるといえます。

近くに横断歩道橋や横断用地下道が見えたら、そこ

を渡らせましょっ 。

ひ
ろ

た

ふ

の
掛
幅
は
本
県
八
尾
町
出
身
の
慶
田
不

孤
斉
翁
が
生
前
宗
源
老
師
に
師
事
し
、

禅
友
書
友
と
し
て
仕
え
た
、
不
孤
斉
愛

蔵
の

一一
帽
で
あ
っ
た
。
た
ま
た
ま
不
孤

斉
の
好
意
と
仏
縁
に
よ
り
寄
贈
さ
れ
た

も
の
で
、
今
は
両
者
と
も
故
人
と
な
り
、

改
め
て
感
謝
と
敬
意
を
表
し
、
貴
重
な

高
僧
の
遺
墨
に
深
く
温
い
人
格
に
接
す

る
思
い
で
あ
る
。

佐
藤
良
成



ぬ
な
に
も

あ
な
た
は
¥
ジ
ヨ
ツ
ギ
ン
グ
を
し

だ
こ
と
ガ
あ
り
ま
す
か
り

ジ
ヨ
ツ
ギ
ン
ゲ
と
は
「
全
島
の
力

を
ぬ
い
て
、
ゆ
っ
く
り
走
る
こ
と
し

を
さ
し
て
い
ま
す
。

ラ
ン
ニ
ン
グ
は
、
あ
る
距
離
を
い

か
に
速
く
走
る
か
が
目
標
で
す
が
¥

ジ
ヨ
ツ
ギ
ン
グ
は
、
あ
く
ま
で
体
力

づ
く
り
の
だ
め
の
も
の
で
、
記
録
を

め
ざ
す
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で

す
か
ら
、
一
長
い
間
ほ
と
ん
ど
運
動
を

し
疋
こ
と
の
な
い
人
は
¥
ま
ず
¥
ジ

ヨ
ツ
ギ
ン
グ
か
ら
始
め
る
の
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トレーニング経過週ごとの 1日実施目標時間(分)

51'-闘世 ~ 11-2 3-4 5-6 7-8 9 -10 11-12 

30-39 3分 6分 10分 15分 20分 25分
f月 40-49 3 6 9 12 15 20 
50-59 3 5 8 11 14 18 

ー子 60-69 3 4 6 8 11 15 
70以上 3 4 5 6 8 10 
30-39 3 6 9 12 15 20 

女 40-49 3 5 8 11 14 18 
50-59 3 4 6 8 11 15 

寸 60-69 4 5 6 8 10 
70以上 3 4 5 6 7 8 
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⑦
あ
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つ

る
⑤
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ガ
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く
¥
痛
み
を
感
じ
る

⑨
一肩
、
ガ
つ
る
、
背
中
ガ
は
る
よ
う
な

気
が
す
る
⑬
腹
、
ガ
痛
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感
じ
る
よ

う
な
場
合
は
ジ
ヨ

veキ
ン
グ
を
中
正

し
て
¥
ゆ
っ
く
り
と
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③
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④
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